
岩手大学農学部の砂防学（森林防災工学）を専攻する大学生が直轄砂防を見学
・毎年のように発生する土砂災害のメカニズムやその防災対策等について研究しているとのこと
・秋田駒ヶ岳山系火山砂防の現場は大学にも比較的近く、研究素材としても興味深いものが多数
・その他、大学では癒しの渓流の創出など、実践的な研究を目指している

◇ 開催日： H28.05.３１（火）
◇ 参加者： 岩手大学農学部の学生等、計２２名が参加
◇ 主 催： 岩手大学農学部
◇ 内容等： 大和田砂防堰堤工事

先達川第５砂防堰堤改良工事
供養佛地区の災害発生現場及び防災対策工事現場の見学

《秋田駒ヶ岳山系砂防出張所関係の現場等の見学状況》

■岩手大学農学部による現場見学会対応
（秋田駒ヶ岳山系砂防の現場を岩手大学農学部の学生２２名が見学）

<湯沢>現場見学（02）

▲小先達川第一砂防堰堤の説明 ▲サボー・カルチャーパークの見学 ▲秋田駒ヶ岳火山砂防ステーションでの学習



H28.05.３１ 秋田駒ヶ岳山系砂防出張所関係の現場等を、岩大農学部の学生２２人が見学

◇ 水害や土砂災害の歴史、砂防事業の重要性等を大学生が学習

<湯沢>現場見学（02）

▲生保内川大暗渠砂防堰堤の見学 ▲供養佛沢砂防堰堤と土石流災害現場を見学 ▲供養佛地区土石流現場の頂上付近へ

▲田沢湖水害慰霊碑前で説明 ▲サボー・カルチャーパークの見学 ▲大和田砂防堰堤工事の説明・見学


